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 必ずご本人（封筒の宛名の方）がお答えください。ただし、ご本人の記入が困難な場合は、

ご本人の意見などを代理の方がご記入されてもかまいません。 

 この調査票に記入された内容については、調査の目的以外に使用することはありません。 

 この調査の回答は無記名でお願いしています。集計後の調査票は、責任をもって廃棄処分

しますので、個人の秘密は守られ、ご迷惑がかかることはありません。 

 回答は、質問ごとに用意した答えの中から、あなたのお考えに近いものの記号に○印を付

けてください。  

 質問によっては回答していただく方が限られる場合がありますので、その場合は、説明に

沿ってお答えください。 

 回答は、この調査票の郵送によるほか、スマートフォンからでも回答いただけます。 

スマートフォンによる回答をご希望される方は、次のＱＲコードを読み込んでアクセスし

てご回答ください。                          ＱＲコード 

※スマートフォンで回答された方は郵送による回答は不要です。                       

 調査の実施結果は、集計後、北海道庁のホームページにてお知らせします。 

 

ｚ 

 

－ご協力のお願い－ 

 

日頃から道政の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 北海道では、人口減少などに関する道民の皆様の意向や意識を的確に把握し、道政への企画・立案

や施策形成に反映させることを目的として、本調査を実施することにしました。 

 調査対象者の選定にあたりましては、道内にお住まいの 18 歳以上の方 1,500 名を無作為に選ばせ

ていただきました。 

 お忙しいところ大変恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますよ

うお願い申し上げます。 

令和２年８月 

                    北海道知事 鈴木 直道 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 
《 問い合わせ先 》 北海道総合政策部地域創生局地域戦略課地域創生係 

                             住所 〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 

 電話 011-204-5131 

                       

  

北海道の人口減少などに関する意識調査 

この調査票に、全ての回答を記載し 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れ 

９月１7日（木）までに郵便ポストに投函願います。 
※ インターネットによる回答の方も９月１7 日（木）までにご回答願います。 

※ 返信用封筒のあて先は、北海道が調査を委託した ㈱インサイト となっています。 

 

《 問い合わせ先 》 北海道 総合政策部 知事室 広報広聴課 調整グループ 

                            住所 〒060-8588 札幌市中央区北 3条西 6丁目 

その先の、道へ。北海道 

Hokkaido.Expanding Horizons. 
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0～14歳

15～64歳

65歳以上

総人口

生産年齢人口

年少人口

高齢者人口

1995 年 
生産年齢人口の 
ピーク（394.3 万人） 

 

1997 年 
人口のピーク 
（569.9 万人） 

 

1996 年 
高齢者人口が 
年少人口を逆転 

 

 

 

はじめに、北海道における人口減少問題についてお伺いします。 

本道の人口は、1997 年の約 570 

万人をピークに、全国より約 10 年 

早く人口が減少しており、1990 年 

代後半には、中核の労働力となる 

生産年齢人口（15歳以上 65 歳未満） 

が減少に転じ、高齢者人口（65 歳以 

上）が年少人口（15 歳未満）を上回 

っています。 

 

 

 

  

 

 

 

また、国（国立社会保障・人口問 

題研究所）に準拠した推計によると、 

今後、何も人口減少への対策を講じ 

ない場合、538 万人（2015 年）から 

428 万人（2040 年）までに減少する 

との報告があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１．あなたは、上記のように北海道の人口が減少することに危機感を感じていますか。 

   次の中から１つお選びください。 

ア．非常に危機感を感じている 

イ．危機感を感じている 

ウ．あまり危機感を感じていない 

エ．全く危機感を感じていない 

オ．わからない 

 

  

北海道の総人口  

総人口推計（北海道） 

Ⅰ 北海道の人口減少について （６問） 
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問２．あなたは、現在住んでいる市町村の人口が減少することに危機感を感じていますか。 

   次の中から１つお選びください。 

ア．非常に危機感を感じている 

イ．危機感を感じている 

ウ．あまり危機感を感じていない 

エ．全く危機感を感じていない 

オ．わからない 

 

問３．あなたは、どのようなことで人口減少による影響を感じていますか。 

   次の中から当てはまるものを全てお選びください。（○は複数可） 

ア． 公共料金が高くなった 

イ．教育文化施設、スポーツ施設等の公共施設がなくなった 

ウ．医療保険や年金など社会保障の維持が困難になった 

エ．食料品や日用品などの買い物が不便になった 

オ．趣味や娯楽などの施設がなくなった 

カ．公共交通機関の減便・廃止等により交通の便が悪くなった 

キ．保育園や幼稚園、小児医療機関などの減少により子育て環境が悪くなった 

ク．医療、福祉サービスが行き届かなくなった 

ケ．学校の廃校や小規模校化等により教育環境が悪くなった 

コ．企業等の撤退により仕事がなくなった、収入が減った 

サ．担い手や後継者の不足により地域産業の維持が困難になった 

シ．若者が減少し地域に活気がなくなった 

ス．その他（具体的に：                              ） 

 

  

問３へ 

問４へ 
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問４．今後、人口の減少が進んだ場合、あなたは、特にどのようなことに不安を感じますか。 

   次の中から５つまでお選びください。（○は５つまで） 

  ア．公共料金が高くなる 

  イ．教育文化施設、スポーツ施設等の公共施設がなくなる 

ウ．医療保険や年金など社会保障の維持が困難になる 

エ．食料品や日用品などの買い物が不便になる 

オ．趣味や娯楽などの施設がなくなる 

カ．公共交通機関の減便・廃止等により交通の便が悪くなる 

キ．保育園や幼稚園、小児医療機関などの減少により子育て環境が悪くなる 

ク．医療、福祉サービスが行き届かなくなる 

ケ．学校の廃校や小規模校化等により教育環境が悪くなる 

コ．企業等の撤退により仕事がなくなる、収入が減る 

サ．担い手や後継者の不足により地域産業の維持が困難になる 

シ．若者が減少し地域に活気がなくなる 

ス．特に影響はない 

セ．その他（具体的に：                              ） 

 

問５．あなたは、人口が減少しても心豊かに暮らし続けられる北海道を実現するため、今後、特にどのよ 

うな取組が重要だと思いますか。次の中から５つまでお選びください。（○は５つまで） 

  ア．子育て環境の整備や子育て世帯への支援 

  イ．必要な教育を受けられる環境の整備 

ウ．食料品や日用品などの買い物ができる環境の整備 

  エ．公共交通機関の維持確保 

  オ．地域の医師確保など必要な医療や福祉が受けられる環境の整備 

  カ．農林水産業の経営力向上や担い手の確保 

  キ．観光地づくりや国内外に向けた観光客の誘客活動 

  ク．道産食品のブランド化や輸出の拡大 

  ケ．ものづくりなど道内企業等の技術力向上 

  コ．地域で働く人材の確保や育成、安定した雇用の確保 

  サ．外国人労働者が安心して働き、暮らすことのできる環境整備 

  シ．北海道への移住や定住、Ｕ・Ｉターン就職の促進 

  ス．移住や定住せずとも地域と多様に関わり、地域の力になる人の創出 

  セ．ICT など未来技術の様々な分野への導入 

  ソ．その他（具体的に：                              ） 
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問６．現在、北海道の約３分の１以上の人口が札幌市に集中しており、その割合は年々増加しています。 

あなたは、札幌市に人口が集中する理由は特にどのようなことだと思いますか。 

次の中から３つまでお選びください。（○は３つまで） 

ア．仕事の選択肢が多い 

イ．買い物が便利である 

ウ．公共交通機関が整っている 

エ．子育て・教育環境が充実している 

オ．医療や介護等福祉が充実している 

カ．娯楽環境が充実している 

キ．家族の札幌市への転出 

ク．その他（具体的に：                              ） 
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※問７～問９は、札幌市にお住まいの方のみお答えください。 

問７．あなたの札幌市以外の道内の特定の地域とのつながりや愛着について、当てはまるものを次の中か

ら全てお選びください。（○は複数可） 

ア．過去に住んでいたことがある 

イ．お盆や正月などに帰省している 

ウ．観光や旅行で頻繁に訪問している 

エ．友人や知人がいて頻繁に訪問している 

オ．当該市町村でボランティア等に参加したことがある 

カ．当該市町村にふるさと納税をしたことがある 

キ．ホームページなどで当該市町村について調べたことがある 

ク．札幌市内で開催される当該市町村をＰＲするイベント（物産展など）に行ったことがある 

ケ．その他（具体的に：                              ） 

コ．特になし 

 

問８．あなたは、今後、札幌市以外の特定の地域とつながりを持ちたいと思いますか。 

   次の中から１つお選びください。 

ア．既につながりがあり、これからも継続したいと思う 

イ．現在は特にないが、今後、つながりを持ちたいと思う 

ウ．思わない 

エ．わからない 

 

問９．あなたは、地域とのつながりを深めるためには、特にどのようなことが必要だと思いますか。 

次の中から当てはまるものを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

ア．仕事やプライベートでの時間的な余裕の確保 

イ．移動や滞在に伴う金銭的負担の軽減 

ウ．テレワークや副業を認めるなど勤務先の理解 

エ．地域での活動に伴う収入の確保 

オ．自分の能力・知識・経験などを活かせる機会の存在 

カ．地域の情報の入手、地域の人とのコミュニケーション 

キ．家族や同行者の理解、価値観の合う仲間の存在 

ク．札幌市内で開催される道内地域をＰＲするイベント（物産展など）の開催 

ケ．道内地域とつながる「きっかけ」となるイベントの開催 

コ．その他（具体的に：                              ） 

 

 

 

  

問９へ 

問 10 へ 

Ⅱ 道内地域とのつながりや愛着について （３問） 
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問 10．あなたは、現在住んでいる市町村にこれからも住み続けたいと思いますか。 

次の中から１つお選びください。 

  ア．できれば今と同じ市町村に住み続けたい 

  イ．できれば道内の他の市町村へ移りたい 

  ウ．できれば北海道以外へ移りたい 

  エ．よくわからない 

 

問 11．あなたは、次のうち何が充実していれば、今と同じ市町村に住み続けることができると思います

か。次の中から３つまでお選びください。（○は３つまで） 

ア．安心できる医療・福祉 

イ．子育て環境の整備や子育て世帯への支援 

ウ．学校など充実した教育環境 

エ．食料品や日用品などの買い物の利便性 

オ．鉄道やバスなど公共交通機関の利便性 

カ．趣味や娯楽などの施設 

キ．安定した生活ができる雇用の場 

ク．地域の基幹産業の経営の安定 

ケ．事件や事故が少ないなど、くらしの安全 

コ．友人・知人がいることや地域のコミュニティなど人とのつながり 

サ．５Ｇの普及などＩＣＴ環境 

シ．その他（具体的に：                              ） 

 

問 12．あなたは、今までに市町村をまたぐ転出（引っ越し）をしたことはありますか。 

ア．ある ⇒ 問 13 へ 

イ．ない ⇒ 問 16 へ 

 

※問 13～問 15 は、問 12で「ア．ある」と回答した方のみお答えください。 

問 13．あなたは、これまでに道内市町村から東京圏へ転出したことはありますか。 

（※東京圏とは、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の１都３県のことを指します。以下同じ。） 

ア．ある ⇒ 問 14 へ 

イ．ない ⇒ 問 15 へ 

 

 

 

 

  

Ⅲ 居住地について （７問） 
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問 14．これまでに東京圏へ転出したことのある方のみお答えください。 

あなたが東京圏に転出した時の主な理由を次の中から１つお選びください。 

  ア．進学         イ．就職・転職           ウ．転勤 

  エ．退職         オ．両親など家族の転出に合わせて  カ．結婚・離婚  

  キ．妊娠・出産・子育て  ク．病気などの健康上の理由     ケ．親の介護等 

  コ．その他（具体的に：                              ） 

 

問 15．あなたは、できれば、かつて住んでいた市町村に戻りたい（引っ越したい）と思うことはありま

すか。 

「ア．思うことがある」という方については、その理由もあわせて次の中から１つお選びください。 

ア．思うことがある 

【理由】 

a. 住み慣れた場所の方が居心地よかった 

b. 親や親戚が高齢になった 

c. 地元に友人や知人が多い 

d. 経済的な理由 

e. 災害などのリスク回避 

f. 感染症などのリスク回避 

g. その他（具体的に：                           ） 

イ．思わない  

 

※問 12 で「イ．ない」と回答した方のみお答えください。 

問 16．あなたが、同じ市町村に住み続けている理由は何ですか。 

次の中から当てはまるものを全てお選びください。（○は複数可） 

ア．当該市町村に愛着を持っている 

イ．現在の生活環境で特に困っていることがない 

ウ．当該市町村で進学した 

エ．当該市町村で就職した 

オ．当該市町村で結婚した 

カ．家業を継いだ 

キ．友人や知人が多い 

ク．人口の多い（人が密集する）場所に行きたくない 

ケ．特に理由はない 

コ．その他（具体的に：                              ） 
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問 17．あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。次の中から１つお選びください。 

ア．子どもはいらない     イ．１人 

ウ．２人           エ．３人 

オ．４人           カ．５人以上（   人） 

 

問 18．あなたが、実際に持つつもり（又は実際に持った）の子どもの数は何人ですか。 

次の中から１つお選びください。 

ア．子どもは持たない     イ．１人 

ウ．２人           エ．３人 

オ．４人           カ．５人以上（   人） 

 

※問 19 は、問 18 で選んだ「実際に持つつもりの子どもの数」が、問 17 で選んだ「理想とする子どもの

数」に比べて少ない方に伺います。 

問 19．その理由は何ですか。次の中から当てはまるものを全てお選びください。（○は複数可） 

ア．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

イ．家が狭いから 

ウ．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

エ．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

オ．自分や夫婦の生活を大事にしたいから 

カ．年齢的に子どもを生むのは大変だから 

キ．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

ク．健康上の理由から 

ケ．ほしいけれども子宝に恵まれないから 

コ．夫または妻の家事・育児への協力が得られないから 

サ．夫または妻が望まないから 

シ．末子が夫の定年退職までに成人してほしいから 

ス．その他（具体的に：                              ） 

 

  

Ⅳ その他道政運営に関することについて （10 問） 
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問 20．「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはこの考え方に同感しますか。それ

とも同感しませんか。次の中から１つお選びください。 

ア．同感する 

イ．同感しない 

ウ．どちらともいえない 

エ．わからない 

 

問 21．あなたは、北海道全体（職場、学校教育の場、政治の場、法律や制度の上、社会通念・慣習・しき

たりなど）でみた場合、男女の地位は平等になっていると思いますか。次の中から１つお選びくだ

さい。 

ア．男性の方が非常に優遇されている 

イ．どちらかといえば男性の方が優遇されている 

ウ．男女平等になっている 

エ．どちらかといえば女性の方が優遇されている 

オ．女性の方が非常に優遇されている 

カ．わからない 
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問 22．あなたは、アイヌの人たちについて、どのようなことを知っていますか。 

次の中から１つお選びください。 

ア．アイヌの人たちがいることを知っており、アイヌが我が国の先住民族であることを知って

いる 

イ．アイヌの人たちがいることを知っているが、アイヌが我が国の先住民族であることは知ら

ない 

ウ．アイヌの人たちがいることを知らない 

エ．わからない 

 

問 23．あなたは、アイヌの人たちが長い歴史の中で民族としての独自の伝統や文化を培い、現在に至る

まで伝えていることを知っていますか。次の中から１つお選びください。 

ア．知っており、興味を持っている 

イ．知っているが、興味はない 

ウ．知らなかったが、知りたくなった 

エ．知らないし、興味はない 

オ．わからない 

 

問 24．あなたは、アイヌ工芸品づくりやアイヌ語講座などに参加したり、アイヌ伝統の音楽や舞踊など

の公演を鑑賞したことがありますか。次の中から１つお選びください。 

ア．サークルなどに入り活動している、又は、したことがある 

イ．機会があればアイヌ関連イベントなどに積極的に参加している 

ウ．開催されていたアイヌ関連イベントなどに参加したことがある 

エ．参加したことはない 

オ．わからない 

 

問 25．あなたは、アイヌの人たちに関する施策のうち、どのような取組を重点的に行うべきだと思いま

すか。次の中から３つまでお選びください。（○は３つまで） 

ア．大学などの研究機関におけるアイヌに関する研究の推進 

イ．アイヌの人たちの進学の奨励や職業訓練の充実、雇用の安定などの生活支援 

ウ．アイヌ文化の保存・伝承活動などへの支援 

エ．アイヌ文化を保存・伝承する担い手の育成 

オ．アイヌの歴史・文化等についての学校での教育 

カ．アイヌの歴史・文化等についての幼児期からの教育 

キ．アイヌの歴史・文化等についての啓発・広報活動 

ク．アイヌゆかりの地やアイヌ文化関連施設などの魅力発信・誘客 

ケ．アイヌの人たちと海外の先住民族などとの交流の促進 

コ．その他（具体的に                               ） 

サ．特にない 

シ．わからない 
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問 26．現在のあなた自身のことや、あなたの置かれている生活環境などの満足度についてお伺いします。 

   次の項目の満足度について、最も当てはまるものを１つずつお選びください。 

【満足度】 

  １．満足  ２．やや満足  ３．どちらともいえない  ４．やや不満  ５．不満  

 

項 目 満足度 

(１)食料品などの日々の買い物 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(２)電気やガス、水道などの公共料金 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(３)病院などの医療環境 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(４)子どもの医療費など市町村の医療費助成制度 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(５)今のあなたの健康状態 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(６)介護などの福祉サービス 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(７)保育園や幼稚園など 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(８)児童館や子育てサロンなどの子育て支援環境 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(９)小中学校や高等学校など教育環境 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(10)大学や専門学校などの高等教育機関 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(11)文化、スポーツなどの施設 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(12)バスや鉄道などの公共交通機関 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(13)高速道路や高規格道路などの整備状況 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(14)郵便や配送サービスなど 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(15)災害に対する防災、減災対策 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(16)防犯対策など地域の治安 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(17)まちの景観や自然環境など 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(18)町内会などの地域コミュニティ 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(19)家族関係 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(20)友人関係 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(21)恋愛関係 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(22)学校や職場などの人間関係 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(23)収入や家計 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(24)安定した雇用や安心して働ける環境 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(25)現在の仕事のやりがい 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(26)趣味や娯楽 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(27)他の地域に誇れる地元の名物や名所など 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 

(28)生活全般 満足 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 不満 
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１．あなたの性別を次の中から１つお選びください。 

ア．男性   イ．女性   ウ．その他   エ．無回答 

 

２．あなたの現在の年齢を次の中から１つお選びください。 

ア．18～29 歳   イ．30～39 歳   ウ．40～49 歳   エ．50～59 歳 

オ．60～69 歳   カ．70 歳以上 

 

３．あなたが現在同居している方について、次の中から当てはまるものを全てお選びください。 

ア．一人暮らし  イ．配偶者   ウ．子（18歳未満） エ．子（18歳以上） 

オ．親      カ．祖父母   キ．孫       ク．兄弟・姉妹   

ケ．その他 

 

４．あなたの主な職種は何ですか。次の中から１つお選びください。 

ア．会社員（正社員）     イ．会社経営（経営者・役員） 

ウ．公務員・教職員      エ．団体職員 

オ．派遣社員・契約社員    カ．自営業・自由業 

キ．農林漁業         ク．専門職（弁護士、税理士、医療関連など） 

ケ．パート・アルバイト    コ．専業主婦・主夫 

サ．学 生          シ．無 職 

ス．その他 （具体的に：                             ） 

 

５．あなたのお住まいの市町村はどこですか。市町村名を記入してください。 

（市町村名：            ） 

 

６．あなたの出身地は次のどれにあたりますか。次の中から１つお選びください。 

ア．札幌市                イ．札幌市以外の道内市町村  

ウ．道外（都府県名：        ）  エ．海 外 

 

７．あなたは、今の市町村に何年住んでいますか。次の中から１つお選びください。 

ア．１年未満      イ．１～５年未満    ウ．５～10 年未満  

エ．10～20 年未満   オ．20 年以上 

 

 

  

Ⅴ あなた自身のことについて 
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８．この調査に対するご感想、道政に対するご意見などございましたら、ご自由にお書きください。 

今後の参考にさせていただきます。（自由記載） 
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で
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←
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線
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筒
に
入
れ
て
く
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さ
い 

【ご協力ありがとうございました】 

三つ折りにし、同封の返信用封筒に入れて 

９月１7日（木）までに 
郵便ポストに投函してください。（切手不要） 

 

※スマートフォンで回答された方は郵送による回答は不要です 


